
碑
記

の
撰
述
か
ら
見
た
宋
元
交
替
期

の
慶
元

に
お
け
る
士
大
夫

森

田

憲

司

は

じ

め

に

中
国
近
世
の
士
大
夫
は
、

い
く

つ
も
の
面
を
持

っ
た
存
在
で
あ
り
、

科
挙
に
合
格
し
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
ル
ー
ト
で
官
僚
と
な

っ
て
、

官
僚
機
構

の
中
に
身
を
置
く
だ
け
が
そ
の
姿
で
は
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
地
域
社
会
に
お
け
る
士

大
夫

の
姿

に
つ
い
て
は
、
劉
子
健
氏

の

「
劉
宰
小
論
」
(梅
原
郁
訳
、

『
東
洋
史
研
究
』
三
七
巻

一
号

一
九
七
四
)
を
は
じ
め
、

い
く

つ

も
の
研
究

が
あ
る
し
、
考
察
の
手
掛
か
り
と
し
て
、

ロ
バ
ー
ト

・
ハ

イ
ム
ズ
氏

の

「
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ー
ト
」
と
い
う
概
念
が
役
立
て
ら
れ

　
ユ

　

る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
科
挙
官
僚
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
は

な
く
、
在
地
、
と
く
に
郷
里
に
お
い
て
、
学
校
、
水
利
、
寺
院
、
祠

廟
な
ど
の
公
的
な
施
設
の
建
設

・
管
理
、
慈
善
行
為
や
救
済
活
動
の

指
導
者
と

し
て
の
彼
ら
の
活
動

へ
の
注
目
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
従
来
の

「地
域
に
お
け
る
士
大
夫
」
と

い
う
視
点
に
は
、
文
人

と
し
て
の
営
み
と
い
う
角
度
が
欠
落
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

旦
ハ体
的
に
は
、
地
方
官
庁
に
地
域
社
会
を
代
表
し
て
文
章
を
提
出
す

る
こ
と
、
公
私
の
碑
記
の
文
を
撰
述
す
る
こ
と
な
ど
の
活
動
に
つ
い

て
の
着
目
で
あ
る
。
旧
中
国
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
「
書
く
」
と

い
う
営
み
は
、
士
大
夫
に
と

っ
て
は
そ
の
人
物
が
官
に
在
る
か
ど
う

か
に
関
わ
ら
ず
、
不
可
欠
な
社
会
的
な
行
為

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
筆
者
は
、
石
刻
資
料
を
て
が
か
り
と
し
て
、
「文

　
　

　

章
を
書
く
人
」
と
し
て
の
士
大
夫
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
そ
れ
は
、

公
私
の
文
章
を

「
書
く
」
と
い
う
行
為
が
、

士
大
夫
が
士
大
夫

で
あ

る
た
め
の
要
件

の

一
つ
の
実
現
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
彼

ら
が
彼
ら
を
取
り
巻
く
世
界
と
ど
う
関
わ

っ
て
き
た
の
か
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
碑
刻

の
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
の

一
つ
で
あ
る

「記
」、
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と
く
に
官
衙
や
学
校
と
い
っ
た
公
的
な
建
造
物
の
新
造
、
重
修
の
際

に
書
か
れ

る

「記
」
を
主
な
材
料
と
す
る
。
木
造
で
あ
る
中
国

の
建

築
物
は
、
戦
争
や
火
災

の
災
厄
を
受
け
ず
と
も
、
何
十
年
か
に

一
度

は
改
修
の
必
要
が
発
生
す
る
。

こ
う
し
た

「重
修
」
に
際
し
て
は
、

そ
れ
が
あ

る
程
度

の
規
模
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
記
文
が
書
か
れ
、
石

に
刻
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
新
築
の
場
合
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
、
廊
鷹
や
亭
楼
な
ど
の
個
別
の
施
設
に

つ
い
て
も
、
新
築
や

増
改
修
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
際
し
て
の
記
文
が
書
か
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
公
的
な
建
造
物
に
つ
い
て
の
記
文
の
撰
述
は
、

撰
者

の
文

人
と
し
て
の
個
人
的
行
為
と
い
う
範
囲
を
越
え
て
、
公
的

な
性
格
を
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
地
方

に
お
け
る
公
的
建
造

物

の
記
文

の
撰
者
や
そ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、

そ
の
地
域

に
お
け
る
地
方
官
衙
と
知
識
人
と
の
関
係
や
、
知
識
人
社

会
の
状
況
を
見
て
い
く
上
で
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
論
文
で

は
、
公
共
建
造
物
の
碑
記
の
撰
述
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
元
朝
支

配
下
の
江
南
士
大
夫
の
政
権
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
と

と
も
に
、
撰
者
と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
触
れ
よ
う
と
思
う
。

検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
王
磨
麟
を
中
心
と
し
た
宋
元
交
替
期

の

慶
元
路
、
す
な
わ
ち
現
在
の
寧
波
で
あ
る
。
な
お
、
元
代
の
慶
元
路

は
、
江
漸
行
省

に
属
し
、
郵
県
、
奉
化
州
、
昌
国
州
、
慈
渓
県
、
定

海
県
、
象
山
県
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

ア

至
元
-
大
徳
の
慶
元
の
碑
記

ま
ず
最
初
に
、
次
に
掲
げ
た
至
元
か
ら
大
徳
ま
で
の
約
三
十
年
間

の
慶
元
に
お
け
る
公
的
建
造
物
の
碑
記
の
リ

ス
ト
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
。
時
期
を
大
徳
ま
で
に
限

っ
た
の
は
、
大
徳

一
〇
年

(
一
三
〇

六
)
の

「郵
県
県
治
興
造
記
」
の
撰
者
衰
挽

は
、
威
淳
二
年

(
一
二

六
六
)
の
生
ま
れ
で
、
臨
安
陥
落
の
時
に
は
ま
だ
十
歳
で
あ
り
、
元

朝
に
育

っ
た
世
代
の
時
代
に
な

っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
な
お
、
石
刻
史
料
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
撰
者
だ
け
で
は
な

く
、
書
丹
や
題
額
の
担
当
者
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

以
下
の
碑
記
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
志
も
し
く

は
文
集
所
収
の
史
料
な

　ヨ
　

の

で
、

こ

の
点

に

つ
い

て
の
記

事

は
な

い
。

至
元
-
大
徳
慶
元
碑
記
リ
ス
ト

奉
化
社
稜
壇
記

(至
元
二
七
)

王
鷹
麟

『
四
明
文
献
集
』

巻

一

済
南
陳
公
修
東
津
橋
記

(至
元
二
八
)

王
鷹
麟

『深
寧
先

生
文
鋤
撫
飴
編
』
巻

一
、
『敬
止
録
』
巻

一
〇
、
『成
化
寧
波
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郡
志
』
巻
四

慶

元
路
重
建
儒
学
記

(至
元
二
九
)

王
磨
麟

『両
漸
金
石

志
」
巻

一
四
、
『延
祐
四
明
志
』
巻

=
二

慶

元
路
建
医
学
記

(至
元
二
九
)

王
磨
麟

『延
祐
四
明
志
』

巻

一
四
、
『
四
明
文
献
考
』

奉
化

重
修
県
治
記

(至
元
二
九
)

王
磨
麟

『延
祐
四
明
志
』

巻

八

奉
化

県
学
記

(至
元
二
九
)

陳
著

『本
堂
集
』
巻
四
九

奉
化

県
学
参
前
亭
記

(至
元
二
九
)

陳
著

『本
堂
集
』
巻

四
九

奉
化
県
学
舞
訓
堂
記

(至
元
二
九
)

陳
著

『本
堂
集
』
巻

四
九

奉
化
県
学
仁
寿
殿
記

(至
元
二
九
)

戴
表
元

『
刻
源
集
』

　　
　

巻

一

重
修

(郵
県
)
学
記

(至
元
三
〇
)

王
磨
麟

『
延
祐
四
明

志
』
巻

=
二

義
田
荘
先
賢
祠
記

(至
元
三
〇
)

王
磨
麟

『延
祐
四
明
志
』

巻

一
四

九
先
生
祠
堂
記

(元
貞
二
)

王
磨
麟

『延
祐
四
明
志
』
巻

=
二

奉
化
陞
州
記

(大
徳
元
)

陳
著

『
延
祐
四
明
志
』
巻
八
、

『本
堂
集
』
巻
五

一

新
修
奉
化
学
記

(大
徳
三
)

任
士
林

『松
郷
集
』
巻

一

奉
化
州
学
興
築
記

(大
徳
五
)

戴
表

元

『刻
源
集
』
巻

一

郵
県
県
治
興
造
記

(大
徳

一
〇
)

衰
挽

『清
容
居
士
集
』

　ら
　

巻

一
八

こ
の
リ
ス
ト
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

こ
の
時
期
の
慶
元
に
お

け
る
公
的
な
建
造
物

の
碑
記
の
撰
者
と
し
て
名
を
残
す
の
は
、
王
鷹

麟
、
陳
著
、
戴
表
元
、
そ
れ
に
任
士
林

で
あ

り
、
王
、
陳
は
郵
県
、

　　
　

戴
、
任
は
奉
化
の
人

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
南
宋
滅
亡
直
後
の
碑
記
の

撰
者
達
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
宋
代
に
す
で
に
文
名
の
あ

っ
た
人
々

で
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
戴
表
元
は
大
徳
六
年
に
信
州
路
学
の
教
授

に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
任
士
林
は
上
虞
県
教
授
な
ど
に
就
き
、
い
ず

れ
も
元
朝
に
仕
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
前
の
王
、
陳
の
二
人
は
、

宋
朝
に
殉
じ
て
世
間
と
は
交
わ
ら
ず
、
元
朝
と
は
関
係
を
持
た
な
か

っ

た
人
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。
南
宋
滅
亡
後
の
江

南
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
政
権
と
士
大
夫
と
の
関
係
は
、
古
く
か
ら
元

朝
史
研
究
者
の
関
心
の
対
象
の

一
つ
で
あ

っ
た
が
、
村
上
哲
見
氏
は
、

「弐
臣
と
遺
民
-
宋
末
元
初
江
南
文
人
の
亡
国
体
験
1
」
(
『東
北
大
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学
文
学
部
研
究
年
報
』
四
三
号

一
九
九
四
、
後

『
中
国
文
人
論
』

所
収
)
に
お
い
て
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

や
そ
れ
を
継
承
し
た

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

の
漢
籍
分
類
目
録
で
の
集
部
別
集
類
に

お
け
る
各
文
集

の
撰
者

の
断
代
に
見
ら
れ
る
、
江
南
士
大
夫
の
新
政

権
に
対
す

る
身

の
処
し
方

へ
の
後
世
の
道
学
的
評
価
と
当
時
の
現
実

　ア
　

と
の
差
異

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
、
碑
記
の
撰
述
と
い

う
行
為
を
通
し
て
見
た
場
合
に
彼
ら
と
元
朝
と
の
関
係
は
ど
う
考
え

ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。

イ

王
磨
麟

ま
ず
王
磨
麟
を
取
り
上
げ
る
。
王
磨
麟

に
は
、
『
玉
海
』

や

『
困

学
記
聞
』
な
ど
の
多
く
の
著
作
が
あ
り
、
彼
の
中
国
学
術
史
上
に
お

け
る
地
位

に
つ
い
て
は
、
内
藤
湖
南
の

『
支
那
史
学
史
』
を
は
じ
め

と
し
て
多

く
の
人
が
す
で
に
論
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文

で
は
南
宋

の
嘉
定

一
六
年

(
一
二
二
三
)
に
生
ま
れ
、
元
朝
の
元
貞

二
年

(
一
二
九
六
)

に
死
ん
だ
彼
を
、
南
宋
末
か
ら
元
朝
に
か
け
て

生
き
た
江
南
文
人

の
在
り
方
の

一
つ
の
例
と
し
て
、
碑
記
の
撰
述
か

ら
見
て
み
た
い
。

例
え
ば
、
黄
宗
義
の

『宋
元
学
案
』
(巻
八
五
深
寧
学
案
)

が
、

「
入
元
不
出
」
と
書
き
、
康
煕
年
間
の
人

で
あ

る
萬
斯
同
が
編
ん
だ

『
宋
季
忠
義
録
』
(巻

一
〇
)
が
、
彼
の
伝
に

「宋
の
亡
ぶ
る
や
、
山

中
に
隠
居
す
る
こ
と
二
十
余
載
、
自
ら
深
寧
老
人
と
号
し
、
日
に
著

述
を
事
と
し
、
其
の
紀
年
は
但
だ
甲
子
を
書
す
の
み
、
以
て
元
に
臣

　　
　

せ
ざ
る
を
示
す
」
と
書
く
よ
う
に
、
後
世
の
評
伝
に
お
け
る
彼
に
つ

い
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
南
宋
滅
亡
後
は
世
間

と
の
交
わ
り
を
断
ち
、

学
問
に
専
念
し
て
多
く
の
著
述
を
生
み
だ
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
た
し
か
に
、
王
磨
麟
の
弟
子
で
あ
る
衰
挽
が
書
い
た
玉
呂
伯
里

伯
行
の
神
道
碑

(『清
容
居
士
集
』
巻
二
六

「
資
善
大
夫
資
国
院
使

贈
資
政
大
夫
江
漸
等
処
行
中
書
省
左
丞
上
護
軍
順
義
郡
公
論
貞
恵
玉

呂
伯
里
公
神
道
碑
銘
」)

に
は
、
「慶
元
、
故

の
宋
の
公
相
の
家
多
し
、

時
に
翰
林
学
士
王
公
応
麟
は
門
を
閉
じ
て
客
を
納
れ
ず
」
と
あ
り
、

旧
南
宋
の
人
士
を
含
め
て
交
際
を
絶

っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
文
章
は
、
「
公

(伯
行
)
は
首
あ
て
尊
礼
開
説
し
、
学
ぶ

　
　

　

者
を
し
て
之
れ
に
師
事
せ
し
む
」
と
続
き
、
伯
行
に
よ

っ
て
王
鷹
麟

が
外

の
世
界
と
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

慶
元
路

の
治
中

で
あ

っ
た
伯
行
と
接
触
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
王
磨

麟
は
、
伯
行
の
上
司
で
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
副
使
の
陳
祥
の
依
頼

に
よ

っ
て
、
慶
元
路
や
郵
県
の
た
め
の
碑
記
を
書
く
よ
う
に
な
る
。

　ね
　

清
人
の
編
ん
だ
王
磨
麟
の
年
譜

に
拠

っ
て
、
も
う

一
度
確
認
す
る
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と
、
至
元

一
三
年

(
一
二
七
六
)
の
臨
安
陥
落
以
後
、
彼

に
は
碑
記

の
撰
述

が
な
く
、
『
通
鑑
地
理
通
釈
』
や

『
漢
制
孜
』

な
ど

の
著
述

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

っ
た
の
が
、
至
元
二
十
年
代
後
半

に
入
る
と
、
碑
記
の
撰
述
を
始
め
る
。
上
で
示
し
た
碑
記
の
リ
ス
ト

で
、
王
鷹
麟
の
遺
文
を
見

て
い
く
と
、

二
七
年

(
一
二
九
〇
)

の

「
奉
化
県
社
稜
壇
記
」
を
最
初
と
し
て
、
そ
れ
以
後
、
県
治
を
は
じ

め
路
や
県
の
学
と
い
っ
た
、
公
的
な
性
格
を
持

つ
建
造
物

へ
の
記
文

　ロ
　

を
執
筆

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
県
治
は
元
朝
政
権
の
地
方
支
配

の
中
心

で
あ
り
、
州
県
学
は
元
朝
の
漢
人
支
配
の
制
度
に
お
い
て
大

　は
　

き
な
公
的
役
割
り
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
。
橋
も
公
共
の
事
業

で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
「東
津
橋
記
」
に
は
、
東
門
の
外
に
あ

っ

た
浮
橋

の
東
津
橋
が
傷
み
、
人
命
の
被
害
も
出
る
こ
と
を
知

っ
た
陳

　ほ
　

祥
が
橋

の
再
建
を
決
め
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

公
的
建
造
物

の
碑
記

へ
の
執
筆
が
、
建
造
の
主
体
で
あ
る
地
方
官

衙
と
無
関
係

に
依
頼
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
官
途
に
は
就
か
な

か

っ
た
と
は
い

っ
て
も
、
王
慮
麟
が
元
朝
と
の
関
係
を
全
く
断
絶
し

て
い
た
と
は
言
え
ず
、
少
な
く
と
も
至
元
二
十
年
代
の
後
半
に
は
、

彼
と
元
朝
地
方
官
庁
と
の
関
係
が
復
活
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
「
元
朝
に
背
を
向
け
、
杜
門
講
学
す
る
文
人
」
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ

は
、
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
王
磨
麟

へ
の
撰
文
の
依
頼
の
さ
れ
方
か
ら
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
依
頼
者
と
し
て
、
慶

元
路

の
場
合
、
「
医
学

記
」
は
粛
政
廉
訪
副
使
陳
祥
の
、
「路
学
記
」
は
教
授
蘇
歎
の
、
「郵

県
学
記
」
の
場
合
は
教
諭
の
呉
応
酉
の
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
文
か

ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
奉
化

に
つ
い
て
は
、
「
社
稜

壇
記
」

で
は

「
是
に
於
て
老
日老
駿
民
、
磨
麟

に
属
し
て
記
を
為
り
、

　
け
　

以
て
識
さ
し
む
」
と
あ
り
、
「県
治
記
」
の
場
合

で
は
、
執
筆
を
依

頼
す
る
県
サ
丁
済
の
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
多
く

は
建
造

に
関
わ

っ
た
地
方
官
か
ら
の
依
頼
と

い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

陳
祥
は
済
南

の
人
で
、
至
元
二
八
年

に
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
副
使

分
治
慶
元
に
着
任
し
た
こ
と
が
、

こ
の
記
文

に
書
か
れ
て
い
る
以
外

に
は
、
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
玉
呂
伯
里
伯
行

の
神
道
碑
に
見
え
る
だ

　め
　

け
で
あ
る
。
ま
た
、
奉
化
県
サ
の
丁
済
は
、
高
郵
の
人

で
、
至
元
二

　め
　

六
年
に
赴
任
し
、
名
地
方
官
と
し
て
知
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

粛
政
廉
訪
副
使
や
県
サ
と
い
っ
た
元
朝
の
地
方
官
か
ら
の
依
頼
に

よ

っ
て
、
公
的
建
造
物

へ
の
記
文
を
執
筆
し
た
と
い
う
だ
け
で
も
、

王
鷹
麟
が
元
朝
現
地
権
力
と
は
無
縁

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
否
定

す
る
材
料
と
し
て
は
充
分
で
あ
ろ
う
が
、
別

の
角
度
か
ら
こ
の
点
を

確
認
し
て
み
る
と
、
王
鷹
麟
の
記
文
の
う
ち
、
た
だ

一
つ
石
刻
資
料

が
残

っ
て
い
る
、
「慶
元
路
重
建
儒
学
記
」

に
お
い
て
、
『両
漸
金
石
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志
』
巻

一
四
の
録
文
に
よ
れ
ば
、
「中
議
大
夫
漸
東
道
宣
慰
副
使
李

マ
マ

恩
術
書
」
、
「
正
議
大
夫
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
使
王
宏
笈
蓋
」
と
、

こ
の
石

刻
の
書
丹
も
笈
額
も
、
元
朝
の
現
職
地
方
官
が
担
当
し
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
持

つ
碑
記
の
執
筆
者
が
、
元
朝
と
断
絶
関

係

に
あ

っ
た
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
年
号

に
つ
い
て
も
、

文
末

の
日
付
は

「是
歳
冬
十
月
己
亥
記
」
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
、

　ロ
　

文
中

に
は
至
元
の
年
号
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
前

に
引
用
し
た

『宋

季
忠
義
録
』
の
言
う
よ
う
に
、
「
其
の
紀
年
は
但
だ
甲
子
を
書
す

の

み
、
以

て
元
に
臣
せ
ざ
る
を
示
す
」
と
い
う
形
に
は
な

っ
て
い
な
い
。

王
磨
麟
が
碑
記
の
執
筆
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
至
元
二
七
年

(
一

二
九
〇
)
か
ら
元
貞
二
年

(
=

一九
六
)

の
死
ま
で
は
七
年
間
で
、

彼
が
公
的
施
設

へ
の
記
文
を
撰
述
し
た
年
数
は
短
い
。
し
か
し
、
現

在
知
る
こ
と
の
で
き
る
そ
の
期
間
の
慶
元
に
お
け
る
公
的
建
造
物
の

記
文
は
、
奉
化
に

つ
い
て
は
、
他

に
陳
著
と
戴
表
元
が
撰
し
た
も
の

は
あ
る
も
の
の
、
王
磨
麟

の
撰
述
が
目
立

っ
て
多
く
、
と
く
に
路
と

郵
県
に
関
し
て
は
、
彼

の
碑
記
し
か
残

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
こ

の
時
期

の
慶
元
に
お
け
る
、
彼

の
知
的
指
導
者
と
し
て
の
立
場
と
無

関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
上

で
引
用
し
た
よ
う
に
、
奉
化
の

「社

稜
壇
記
」

で
、
「老
日老
唆
民
」
、
す
な
わ
ち
地
域
の
有
力
者
が
彼
に
執

筆
を
依
頼
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
新

県
サ
丁
済
は
赴
任
し
て
日
が
浅
く
、
し
か
る

べ
き
執
筆
者
の
選
択
が
、

彼
ら
に
任
さ
れ
た
時
に
、
王
鷹
麟

の
名
前
が
出
た
の
は
、
こ
う
し
た

場
合
に
文
章
を
頼
む
べ
き
人
は
彼

で
あ
る
と

い
う
共
通
の
地
域
社
会

の
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
の
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
治
と
学
問

が
不
可
分
で
あ

っ
た
こ
の
時
代
の
中
国
に
お

い
て
は
、
士
人
の
持

つ

知
的
能
力
は
、
彼
個
人
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
公
」

の
も
の

で
も
あ

っ
た
。

ウ

陳
著
と
静
岳
祥

次
に
、
こ
の
時
期
の
慶
元
に
お
い
て
記
文
を
残
し
た
も
う

一
人
の

人
物
で
あ
る
、
陳
著
の
場
合
に
つ
い
て
も
見

て
み
た
い
。
や
は
り
慶

元
郵
県
の
人
で
、
文
天
祥
と
同
じ
宝
祐
四
年

(
一
二
五
六
)
の
進
士
、

知
嘉
興
府
に
至

っ
た
が
、
費
似
道
に
対
立
し

て
左
遷
さ
れ
て
い
る
。

陳
著
は
、
四
庫
全
書
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
般
に
は
宋
人
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
が
、
死
ん
だ
の
は
大
徳
元
年

(
一
二
九
七
)

で
、
王
磨

麟
よ
り
も
さ
ら
に
後
で
あ
る
。

陳
著

に
つ
い
て
は
、
陳
旅
の

『安
雅
堂
集
』
巻
六

「歴
代
紀
統
序
」

に
、
「宋
の
亡
ぶ
や
、
句
章
の
山
中
に
隠
居
し
、
世
と
接
せ
ず
。
歎

き
て
日
わ
く
、
吾
れ
復
た
為
す
可
き
者
有
る
こ
と
無
し
、
子
を
教
ゆ
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　め
　

る
は
猶

お
吾
が
職
な
り
と
」
と
、
彼
が
宋
朝
滅
亡
後
、
外
界
と
関
わ

ら
な
か

っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
の
リ
ス
ト
で
も

分
か
る
よ
う
に
、
ま
ず
至
元
二
九
年

(
一
二
九
二
)
に
行
な
わ
れ
た

奉
化
県
学
の
重
修
に
あ
た

っ
て
記
文
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
事
業
を

行
な

っ
た
の
は
、
王
磨
麟

の

「社
稜
壇
記
」
と
同
じ
く
県
サ
の
丁
済

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
貞
元
年

(
一
二
九
五
)
の
奉
化
県
の
州

へ
の

昇
格
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
を
記
念
し
た

「
新
升
奉
化
州
記
」
の
撰

文
を
、
ダ
ル
ガ
チ
、
知
州
以
下
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
文
集

『
本
堂
集
』
所
収

の
記
文

に
よ
れ
ば
、
翌
二
年

の
正
月

に
、
州
の
官

衙

へ
、

彼
が

「学
宮
の
諸
生
」
と
と
も
に
賀
し
た
際

に
依
頼
さ
れ
た

　ロ
　

の
だ
と

い
う
。

こ
う
し
た
行
動
か
ら
考
え
る
と
、
陳
著
の
場
合
も
世
間
と
の
交
わ

り
を
断

っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
は
と
て
も
な
く
、
元
朝
地

方
官
庁

と
の
関
係
は
王
磨
麟
よ
り
も
具
体
的
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

　れ
　

彼
は
ダ

ル
ガ
チ
や
治
中

の

「
徳
政
記
」
も
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
記

年
に
関
し
て
は
、
『延
祐
四
明
志
』
所
収

の
記
文

の
文
末

は

「
大
徳

元
年
六
月
日
前
太
学
博
士
陳
著
記
」
と
結
ば
れ
て
お
り
、
文
中
に
も

至
元
や
元
貞
と
い

っ
た
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
の

弟

の
陳
観
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
陳
観
は
、
南
宋
の
嘉
煕

二
年

(
一
二
三
八
)
の
生
ま
れ
、
威
淳
の
進
士
で
、
元
に
は
仕
え
ず
、

「晩
年
は
府
城
に
足
を
入
れ
な
か

っ
た
」
と

も
書
か
れ

て
い
る
人

で

あ
る
麺
、
皇
慶
二
年

(
=
一=

三
)
の
奉
化
州
治
の
重
建
に
あ
た

っ

て
書

い
た
、
「奉
化
州
重
建
公
宇
記
」
が

『
延
祐

四
明
志
』
巻
八
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
中
に
は
、
「邦
人
、
公
の
徳
を
頒
し
、

公

の
績
を
紀
さ
ん
と
欲
す
、
儒
者
を
舎
き
て
、
其
れ
誰
か
与
か
ら
ん

や
、
余
、
辞
す
る
を
獲
ず
」
と
あ
り
、
州
治
建
設
に
あ
た
っ
た
ダ
ル

ガ
チ
赤
城
八
刺

の
徳
を
称
え
る
地
域

の
人
々
に
撰
述
を
依
頼
さ
れ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
年
記
は
な
い
が
、
文
中
に
は
皇
慶
の
年
号

　の
　

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

宋
元
交
代
期
の
慶
元
か
ら
、
さ
ら
に
も
う

一
例
取
り
上
げ
た
い
。

そ
れ
は
、
野
岳
祥
の
場
合

で
あ
る
。
彼
は
も
と
も
と
台
州
寧
海
県
の

人
で
、
陳
著
と
同
じ
く
宝
祐
四
年
の
進
士
で
あ
る
。
宋
代
か
ら
文
名

が
高
か

っ
た
が
、
宋
朝
が
滅
び
て
か
ら
は
、
奉
化
に
居
住
し
、
著
述

　　
　

に
専
念
し
た
と
い
う
。
大
徳
二
年
に
八
十
歳

で
死
ん
で
い
る
。
現
存

す
る
彼
の
文
集

『閲
風
集
』
(文
淵
閣
本
四
庫
全
書
)
は
、
『永
楽
大

典
」
か
ら
の
輯
秩
本
で
、
詩
が
中
心
で
記
文
は
少
な
い
が
、
郷
里
の

県
学

の
た
め
の

「
寧
海
県
学
記
」
が
残
さ
れ

て
い
る

(
巻

=

)
。

そ
れ
を
見
る
と
、
「凡
そ
、
学
に
籍
を
有
す

る
者

は
、
皆
径
役
を
免

が
る
る
を
得
、
士

に
科
挙
の
累
無
く
、
務
め

て
学

の
実
を
問
う
。
郡

ご
と
に
歳
に

一
士
を
貢
す
る
は
、
郷
挙
里
選

の
意
に
庶
幾
か
ら
ん
、
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天
下
の
士
の
幸
い
な
り
」
と
、
科
挙
の
停
止

で
評
判

の
悪
い
は
ず
の

元
朝
の
士
大
夫
政
策
が
、

こ
こ
で
は
称
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
御
祝
儀

の
文
章

に
お
け
る
、
い
わ
ば
決
ま
り

文
句
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
文
章
の
執
筆
を
引
き
受

け
、
定
型
句
を
書
い
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ

の
章
で
取
り
上
げ
た
慶
元
の
碑
記
の
撰
者
達
は
、
南
宋
の
滅
亡
後
、

い
ず
れ
も
自
分

の
出
身
地
、
あ
る
い
は
そ
の
近
地
に
住
し
て
、
元
朝

の
官
職

に
は
就
か
ず
に
文
筆
生
活
を
送

っ
た
人
々
で
あ
る
。
し
か
し
、

以
上

で
見
て
き
た
よ
う
に
そ
の
文
筆
活
動
は
、
け

っ
し
て
新
し
い
支

配
者

で
あ
る
元
朝
と
絶
縁
し
て
自
己
の
文
人
と
し
て
の
私
的
な
世
界

に
閉
じ

こ
も

っ
た
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
元
朝
の
地
方
官

衙
と
の
交
渉
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
彼
ら
の
碑
記
撰
述
の
経
緯
に
見

出
だ
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
官
職
を
受
け
な

か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
即
ち
元
朝
と
は
断
絶
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文

で
こ
と
さ
ら
身
の
処
し
方
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
を
取

り
上
げ

る
の
は
、
な
に
も
倫
理
的

・
道
学
的
に
、
王
磨
麟
そ
の
他
の

人
々
が
元
朝
と
関
係
を
持

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
す
る
た

め
で
は
な
い
。
彼
ら
は
す
で
に
地
域
社
会
に
お
い
て
文
名

の
あ

っ
た

人
々
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
の
支
配
と
い
う
現
実
と
無
関
係
に
い
る
こ

と
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
逆
に
モ
ン
ゴ
ル
に
と

っ
て
の
江
南

支
配
と
い
う
角
度
か
ら
見
て
も
、
こ
う
し
た
在
地
の
知
的
指
導
者
を

取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
は
、
政
策
と
し
て
必
要
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ

　お
　
る
。

こ
の
文
章

で
試
み
た
の
は
、
公
的
建
造
物
の
記
文
の
撰
述
と
い

う
営
み
を
通
じ
て
、

こ
の
時
代
の
地
域
社
会

に
お
け
る
士
人
の
在
り

方

の

一
面
を
明
ら
か
に
し
、
元
朝
の
江
南
支
配
と
彼
ら
と
の
関
係
を

よ
り
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
前
掲
論
文
で
村
上
哲
見
氏
が
述

べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
代
の
江
南

の
士
人
の
間
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
元
朝
の
官
職
を
受
け
て
い
る
受
け

て
い
な
い
に
関
係
な
く
、

相
互
の
交
流
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
の
論
文

に
お
い
て
は
、
さ
ら
に

進
め
て
、
元
朝
に
出
仕
し
て
い
な
い
文
人

に
お
い
て
も
、
地
方
官
庁

と
の
結
び
付
き
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
。
元
朝
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「仕
え
た
仕
え
な

い
」
が
、

元

朝
の
支
配

へ
の
抵
抗
、
あ
る
い
は
亡
き
宋
朝

へ
の
忠
節
を
示
す
と
い

う
解
釈
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
よ
り
強
く
な
り
、
そ
れ
が
道
義

の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
村
上
氏
が
前
掲
論
文
で
論
じ
て
お
り
、
「
弍
臣
」
と
い

っ
た

考
え
方
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
乾
隆
帝
以
後

の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
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工

衰
挽
と
韓
性

さ
て
、

王
磨
麟
が
元
貞
二
年
、
陳
著
が
大
徳
元
年
、
野
岳
祥
が
大

徳
二
年
と
、
あ
い
前
後
し
て
死
ぬ
。
こ
こ
で
は
次
の
世
代
の
碑
記
の

撰
者
と
し

て
、
衰
挽
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
彼
は
南
宋

の
威

淳
三
年

(
一
二
六
六
)
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
も
は
や
生
粋

の
元

朝
人
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
没
年
は
泰
定
四
年

(
=
二

　め
　

二
七
)
で
あ
り
、
『元
史
』
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

元
朝

へ
の
出
仕
の
有
無
と
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
問
題
と
は
な
ら
な

い
。
た
だ
前
述
の
依
頼
す
る
人
と
依
頼
さ
れ
る
人
と
の
関
係
の
検
討

の
対
象
と

は
な
る
。
彼

の
碑
記
に
つ
い
て
こ
の
点
を
見
て
お
く
こ
と

に
よ

っ
て
、
王
磨
麟
等
が
公
共
建
造
物
の
碑
記
を
依
頼
さ
れ
た
背
景

を
考
え
る

一
助
と
し
た
い
。
論
文

の
最
後
に
至
大
か
ら
泰
定
ま
で
の

慶
元
の
公
共
建
造
物
の
碑
記
の
表
を
掲
げ
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

衰
挽
は
、
郵
県
の
人
で
、
二
十
歳
過
ぎ
で
麗
沢
書
院
の
山
長
を
授

け
ら
れ
た
が
受
け
ず
、
大
徳
初
め
に
翰
林
国
史
院
検
閲
官
に
擢
せ
ら

れ
て
以
後

は
、
泰
定
の
初
年
に
辞
帰
す
る
ま
で
翰
林
の
官
を
遷
転
し

た
。
蓑
挽

の
碑
記

へ
の
執
筆
は
、
大
徳

一
〇
年

(
=
二
〇
六
)

の

「鄭
県
興
造
記
」
を
例
外
と
し
て
、
延
祐
三
年

(
=
一=

六
)
以
降

で
あ
る
。
こ
の
間
に
至
大
二
年

(
=
二
〇
九
)
の
倭
憲
に
よ
る
郵
県

城
の
焼
き
討
ち
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
慶
元
路
や
郵
県
に
関
わ
る
公

的
建
造
物
の
多
く
が
炎
上
し
た
こ
と
が
、
延

祐
、
至
正
の
二

つ
の

　り
　

『
四
明
志
』
の
記
事

に
よ

っ
て
分
か
る
。
そ
れ

ら
の
再
建
事
業
が
お

こ
な
わ
れ
た
こ
と
も
、
彼
が
多
く
の
碑
記
を
残
し
た
こ
と
と
関
係
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
手
に
な
る
碑
記
が
と
く
に
増
え
る
の
は
、

泰
定
二
年
以
降
で
あ
り
、
こ
れ
は
泰
定
初
め

に
彼
が
翰
林

の
官
を
辞

し
て
南
帰
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
没
年

の
泰
定

四
年
ま
で
は
わ
ず
か
三
年
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
碑
記
が
十
件
あ

る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
前
は
四
件
で
あ
る
か
ら
、

い
か
に
集
中
し
て

い
る
か
が
分
か
る
。
前
翰
林
で
土
地
の
出
身
者
と
い
う
の
は
、
た
し

か
に
記
文

の
依
頼
先
と
し
て
は
、
最
適
の
人
物

で
あ

っ
た
と
い
え
よ

箏
視
点
を
逆

に
し
て
、
衰
挽
の
文
集

『清
容

居
士
集
』
巻

一
八
か
ら

二
〇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
記
文
を
そ
の
対
象

に
よ

っ
て
整
理
し
て
み

る
と
ど
う
な
る
か
。
公
的
建
造
物
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
、
慶
元
路
お

よ
び
そ
れ
に
属
す
る
州
県
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

「建
城
県
夫
子

廟
堂
記
」
(巻

一
八
、
建
城
県
は
河
北
)
だ
け

が
例
外

で
あ
る
。

た

だ
し
、
そ
の
他

の
私
的
な
建
造
物
、
例
え
ば
仏
寺
や
道
観
、
書
斎
な
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ど
の
記
文

に
な
る
と
、
そ
の
対
象
と
な
る
建
造
物
の
所
在
は
、
か
な

り
広
範
囲

に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
が
、
個
人
的
な
交
流
の
範
囲
か
ら

執
筆
を
依
頼
し
、
あ
る
い
は
さ
れ
る
関
係
と
、
地
域
に
お
け
る
公
的

活
動
と
し

て
撰
文
が
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
建
造
物

の
場
合
と
の
差

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
他
の
文
人

で
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
金
華
義
烏
の
人
で
、
や
は
り
翰
林

の
官
を
長
く
勤
め
た
黄
溜

(
一
二
七

七
ー

一
三
五
七
)
の

『
金
華
黄
先
生
文
集
』

所
収

の
碑
記

(巻
八
-

一
五
)
を
見
て
も
、
公
的
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
「松
渓
県

新
学
記
」

(巻

一
四
)
が
福
建
に
属
す
る
の
を
除
け
ば
、

す
べ
て
両

漸
の
範
囲
内
で
あ
る
。

蓑
樋

や
黄
漕
は
全
国
的
に
も
著
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
も
う
少
し

地
域
に
根
ざ
し
た
人
物
と
し
て
、

こ
こ
で
は
慶
元
に
近
い
紹
興
会
稽

県
の
韓
性

(
一
二
六
六

1

=
二
四

一
)
の
場
合
を
見
て
お
こ
う
。
韓

性
に
は
、

『元
史
』
に
伝
が
あ
る
ほ
か

(巻

一
九
〇
)、
黄
漕
に

「安

陽
韓
先
生
墓
誌
銘
」
が
あ
る
の
で

(『金
華
黄
先
生
文
集
』
巻
三
二
)、

そ
れ
を
参

照
し

つ
つ
彼

に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
北
宋
の
名
臣
と
し

て
知
ら
れ
る
韓
碕

の
子
孫
で
、
朱
子
学
の
学
統
に
つ
な
が
る
人
物

で

あ
り
、

延
祐
の
科
挙
再
開
の
時
に
は
、
四
方
の
学
者
が
教
え
を
乞

い

に
訪
れ
た
と
い
う
。
彼
自
身
は
、
元
朝
か
ら
慶
元
に
あ

っ
た
慈
湖
書

院
の
山
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
命
を
受
け
た
だ
け
で
任
に
は
赴
か
な

か

っ
た
。
石
刻
を
見
て
も
、
「南
鎮
降
香
之
記
」
(延
祐
七
年
、
『
越

中
金
石
記
』
巻

一
〇
)
で
、
「前
慶
元
路
慈
湖
書
院
山
長
」

と
し
て

　　
　

い
る
以
外
は
、
祖
先
の
籍
貫
に
よ

っ
て

「
安
陽
韓
性
」
と
名
乗
る
だ

け
で
あ
る
。
彼
は
、
筆
者
が
知
り
え
た
だ
け

で
九

つ
の
碑
刻

へ
の
撰

　　
　

文
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
石
刻
を
見

て
い
く
と
、
紹
興
路
学

や
会
稽
県
学
な
ど
の
碑
記
が
あ
り
、
彼
が
公
的
な
世
界
と
関
わ
り
を

断

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
墓
誌
銘

に
よ
れ
ば
、

当
時
の
紹
興
路
の
総
管
達
は
路
の
政
事
に
つ
い
て
彼
に

「
己
を
虚
し

く
し
て
盗
訪
」
し
、
彼
の
方
も
、
「従
容
と
し

て
開
導
し
」

た
と

い

築

彼
が
、
学
界
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
在
地
社
会
で
も
重
ん

じ
ら
れ
る
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
に
も
、
碑
記
が
ど

う
い
う
人
物
に
依
頼
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
材
料
が
あ

る
。

お

わ

り

に

以
上
、
宋
元
交
代
期

の
慶
元
を
対
象
と
し
て
、
公
的
な
建
造
物
の

碑
記
の
撰
述
を
材
料
に
、
元
朝
江
南

の
士
大
夫
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

社
会
と
の
関
係
の

一
面
を
考
え
て
み
た
。
士
大
夫
の
関
わ
る
文
章
の
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種
類
は
多

い
。
私
的
な
碑
記
あ
る
い
は
墓
碑
墓
誌
、
書
物
の
序
文
の

依
頼
や
執
筆
ま
で
考
え
に
入
れ
れ
ば
、
よ
り
広

い
人
間
関
係
の
網
の

目
の
存
在
が
見
え
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
士
大
夫
間

の
交
流
と
い
う
点

で
は
、
書
簡
の
往
来
、
詩
文
の
応
酬
と
い
う
こ
と
も
除
外
し
て
は
考

え
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
す
で
に
村
上
氏
が
前
掲
論
文

で
論
じ
ら
れ
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
杭
州
と
そ
の
周
辺
の
文
人
達

に
つ

い
て
、
元
朝

へ
の
姿
勢

・
立
場
を
越
え
た
交
流
関
係
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
慶
元
に
お
い
て
も
、

こ

こ
で
取
り
あ
げ
た
、
陳
著

(本
堂
集
)、
戴
表
元

(剣
源
集
)、
蓑
挽

(清
容
居
士
集
)
な
ど
の
文
集
を
見
る
と
、

こ
れ
ま

で
に
登
場
し
た

人
々
に
関
連
す
る
詩
文
を
少
な
か
ら
ず
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ

る
い
は
、
孫
善
福

の
編
ん
だ

『
戴
刻
源
年
譜
』

(上
海
商
務
印
書
館

一
九
三
六
)
を
見
れ
ば
、
詩
文
の
応
酬
を
通
じ
て
戴
表
元
と
慶
元
を

中
心
と
し
た
各
地
の
文
人
達
と
の
交
流
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、

そ
の
範
囲
は
、
杭
州
、
さ
ら
に
は
北
方
の
文
人
を
も
含
め

た
交
流
関
係
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
で
紹
介
し
た
韓
性
の

墓
誌
銘
に
は
、
「
前
代
の
遺
老
、
王
尚
書
磨
麟
、
愈
御
史
漸

の
若
き
、

文
章
大
家

の
戴
表
元
帥
初
は
、
往
往
行
輩
を
折
し
、
先
生
を
以
て
忘

　　
　

年
の
交
を
為
す
」
と
あ
り
、

こ
の
論
文

で
取
り
上
げ
た
碑
記
の
撰
者

達
に
お
い
て
も
、
相
互
の
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
し
た
追
跡
も
ま
た
こ
の
論
文
で
目
指
し
た
問
題
の
考
察
に

は
有
益
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

力
が
及
ぼ
な
か

っ
た
。
と
く
に
、
公
と
私
の
曖
昧
領
域
に
あ
る
と
言

え
る
祠
廟
や
寺
観
の
記
文
の
場
合
を
、
今
回

は
対
象
と
し
な
か

っ
た

が
、
そ
の
場
合
依
頼
の
範
囲
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
は
、
蓑
挽
の
項

で
少
し
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
論
文
で
取
り
上
げ

た
よ
う
な
視
点
か
ら
の
分
析
に
は
史
料
の
遍
在
性
が
不
可
欠
で
あ
り
、

例
え
ば
、
至
元
末
年
に
王
鷹
麟
と
陳
著
以
外

の
撰

に
な
る
碑
記
が
慶

元
に
な
か

っ
た
の
で
は
な
く
、
現
存
し
な
い
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
充

分
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
知

る
こ
と
は
現
実

に
は
望

め
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
は
た
し
て
こ
こ
で
行
な

っ
た
検
討
が
妥

当
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。

そ
う
し
た
意
味

で
は
、

こ
の
論
文
が
試
論

の
域
を
越
え
な
い
こ
と
は
充
分
承
知
し

つ
つ
も
、

士
大
夫
達

の

「書
く
」
と
い
う
行
為
か
ら
彼

ら
の
社
会
と
の
関
わ
り

を
見
て
い
こ
う
と
す
る
筆
者
の
視
角
が
い
く
ら
か
で
も
実
現
さ
れ
て

い
た
と
す
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

付
記本

稿

は
、

一
九
九
八
年
九
月

に
北
京

で
開
催

さ
れ

た
、

「
国
際

元
代
文

化

学
術
研
討
会
」

で
の
発
表

の
た
あ
に
用
意
し
た
も

の

(中
文
)
を

も
と

と
し
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て
い
る
。
事

情

で
論
文
を
提
出
す
る

の
み

で
、
会
議
当

日
に
は
帰

国

せ
ね

ば

な
ら
な
く
な

っ
た
が
、
学
会

に
出
席
し
た
知
人

の
話

で
は
、

閉
会

の
挨
拶

の

中

で
拙
稿

へ
の
言
及
が
あ

っ
た
と

の
こ
と
な

の
で
、
受

理
さ
れ
た
も

の
と

理

解

し

て
い
る
。
学
会

へ
の
招
請
状

に
は
、
論
文
集
刊
行

の
予
定
と
書

か

れ

て

い
た
が
、
同
じ
く
閉
会

の
辞

で
は
、
論
文
集

の
刊
行

は
な
く
適
宜
雑

誌

で
公

刊
し

て
い
く
と

の
発
言

が
な

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

今

日

に
至

る
ま

で
拙
稿

に
関

し
て
は
連
絡

が
な
い
の

で
、
今
回
、
平
成
十
、

十

一

年
度
科
学
研
究
費
基
盤

研
究

C

「石

刻
資
料

に
よ
る
元
代
知
識
人
社

会

の
研

究
」
を
支
給

さ
れ
た
の
を
機

会

に
、
あ
ら
た
め

て
内
容

に

つ
い
て
の
検
討
と
、

同
研
究
費

で
収
集

し
た
資
料

に
よ
る
補
訂
を
お

こ
な

い
、

そ
の
成

果

の

一
部

と
し
て
本
誌

に
掲
載

さ
せ

て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
た
。

注
(
1

)

(2
)

(
3
)

[
ロ
ー
カ

ル

エ
リ
ー
ト
」
と

い
う
概
念
を
簡
単

に
紹
介

し

た
も

の
と

し

て
、
小
島
毅
氏

の

「
家
礼

・
淫
祠

・
社
学

ー
地
方
官
と

ロ
ー
カ

ル

エ
リ
ー
ト
」

(森
正
夫
編

『
旧
中
国

に
お

け

る
地

域

社
会

の
特

質
』

一
九
九

四
)

が
あ
る
。

済
南
路
教
授
李
庭
実

を
め
ぐ

っ
て

1
碑
文

の
撰
者
と
し

て

の
教

官

層
t

(谷
川
道
雄
編

『
中
国
士

大
夫
階
級
と
地
域
社
会
と

の
関

係

に

つ
い
て
の
総
合

的
研
究

」

一
九
八
三
)

リ

ス
ト
の
碑

記

の
出
典

に

つ
い
て
。

王
磨
麟

の
文
集
は
、
生
前

に
は

『
深
寧
集
』
百
巻
が
あ

っ
た
と

い

う
が

(宋
史
巻

四
三
八
王
鷹
麟
伝
)
、
早
く

散
逸

し
、

現

在

で
は
、

明

の
鄭
眞
輯

の

『
四
明
文
献
集
」
五
巻

(
四
庫
全
書
本

で
は
、

陳

朝

輔
同
輯

と
す

る
)
と
、
清

の
葉
熊
輯

の

『
深
寧
先
生
文
砂
撫
齢

編
」

三
巻

が
あ
り
、
と
も

に

『
四
明
叢
書
』

に
収
あ
ら
れ

て
い
る
。

い
ず

れ
も
後
代

の
輯
本
な

の
で
、
見
出
し
得
た
な

る
べ
く
古

い
出

典
を

付

記

し
た
。

そ
の
他

の
書
物

に

つ
い
て
は
、
次

の
通
り
。

延
祐

四
明
志

『
宋
元
地
方
志
叢
書
」
影
印
宋
元

四
明
六
志
本

成
化
寧

波
郡
志

『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊

二
八
」

影
印

成

化

刊
本

敬

止
録

(
明

・
高
宇
泰
撰
)

『北
京
図
書
館
古
籍
珍
本

叢

刊

二

八
』
影
印
砂
本

四
明
文
献
考

『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢

刊
二
八
』

影
印

明
砂

本
本
堂
集

影
印
文
淵
閣
本

四
庫
全
書
本

刻
源
集
、
清
容
居
士
集

四
部
叢

刊
本

松
郷
集

元
刊
本

な
お
、

こ
れ
ら

の
碑
記
は
後

の
時
代

の
地
方
志
な
ど
に
も
引

用

さ

れ

て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
撰
者

の
文
集
、
元
明

の
地
方
志
な
ど
、

時

代

の
近

い
も
の
に
限

っ
た
。
ま
た
、
年
代

の
比
定
は
、
主

に
張
大

昌

の
年
譜

に
し
た
が

っ
た
。

(
4
)

『到

源
集
」

に
は
、
「
代
院
麟
翁
」
と
注

記

さ
れ

て

い
る
。

院
麟

翁

に

つ
い
て
は
、

『延
祐

四
明
志
」
巻

二
職

官
孜

の
慶

元
路
総

管
府

同

知

の
項

に
、
至
元
二
十
九
年
任
と
あ

る
の
み
で
あ

る
。

(
5
)
以
上

の
他

に
、
『
乾
隆
象
山
県
志
」

巻

一
八
金

石

に
大
徳

五
年
邑

人
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(
6
)

(
7
)

周

巽
子
撰

「
重
修
学
校
記
」
が
著
録
さ
れ
、
巻
五
学
校

に
抄
録

さ
れ

て

い
る
。
県
志

の
記
事
を
見
る
限
り

で
は
、

こ
の
碑
記
を

大
徳

の
も

の
と
し
た
根
拠
は
不
明

で
あ
り
、
表
現
上
大
徳

よ
り
後

の
も

の
と
思

わ
れ
る
節

が
あ
る

の
で
、

こ
こ
で
は
保
留
と
し
た

い
。
周

巽
子

は
同

書

に
は
将
作

少
監

と
あ
る
が
、
他

の
文
献

に
は
彼

の
名
を

見
出

せ

て

い
な
い
。

そ
れ
を
信

ず
る
な
ら
ば
、
郷
里
出
身

の
名
士

に
依

頼

し
た

碑
記

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
公
共

の
事
業
と
し

て
見
逃

せ
な

い
も

の
に
水
利
事
業

が
あ
る
が
、
『
延
祐

四
明
志

』

は
、

そ

の
種

の

記
事

が
載

せ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

「
河
渠
孜
」

の
あ
る
、

巻

一

〇
、

一
一
を
欠

い
て
い
る
た
あ
、
関
係
碑
記
は
収
集

で
き
な
か

っ
た
。

こ
れ

ら
の
人
物

の
伝

記
に

つ
い

て
は
、
次

の
資
料
が
あ
る
。

王
磨
麟

『
宋
史
』
巻

四
三
八
本

伝

任
士
林

任
叔
実
墓
志
銘

(
『松

雪
斎

文
集
」

巻
八
)

戴
表
元

戴
先
生
墓
誌
銘

(
『清
容

居
士
集
』

巻
二
八
)

な
お
、
陳
著

に

つ
い
て
は
、
同
時
代

の
ま
と
ま

っ
た
伝
記

は
残

っ

て
い
な

い
が
、
清

の
陸
心
源

の

『宋
史

翼
」

巻
二
五
に
伝
記
が
あ
る
。

ま
た
、
王
徳
毅
他
編

『
宋
人
伝

記
資
料
索
引
」

に
よ
れ
ば
、

光

緒

刊

本

の

『
陳
本
堂
文
集
』

に
は
、
伝
記

や
孫
鋳
撰

の
年
譜

が
付

さ
れ

て

い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
が
、
筆
者

の
見

る
こ
と
の
で
き
た
文
淵

閣
本

四
庫
全
書
影
印
本

に
は
無

く
、

ま

た
胡

水
波

著

「
陳

著
行

実
考

」

(
之
江
期
刊
二
期

一
九
三

四
)
も
紹

介

さ
れ

て

い
る
が
、

こ
れ

も

未

見
。

『
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
」

に
お

け
る
撰
者

の
断

代

は
、

そ
の
人
物

が
仕
え
た
最
後

の
王
朝

に
区
分
す

る
こ
と
を
原

則
と

し

て

い
る
。
倉

田
淳
之

助

「
東
方

文
化

研
究

所
漢

籍

分
類

目
録

解
説

」

(
8
)

(
9
)

(
10
)

(
11
)

(
12
)

(
13
)

(
『
東
方

学
報
』

京
都

一
四
冊

一
分
冊

一
九

四
三
)
参
照
。

宋

亡
、
隠

居
山
中

二
十
余
載

、
自
号
深
寧
老
人
、

日
事
著
述

。

其
紀

年

但
書

甲
子
、

以
示
不
臣
於

元
。

慶

元
多
故
宋
公
相
家

、
時
翰
林

学
士
王

公
応
麟
閉
門
不
納
客

、

公
首

尊
礼
開
説
、
痺
学
者
師

事
之
。

王
磨
麟

の
年
譜

に
は
、

銭
大
所
、
陳
僅
、
張
大
昌
、
張
恕

の

四
人

の

手

に
な

る
も

の
が
あ
り
、
前

の
三

つ
は

『
四
明
叢
書
』

に
収

め

ら
れ

て
い
る
が
、
順

に
内
容

が
増
補

さ
れ
て
い
る
。
張
恕

の
も

の
は
未
見
。

張
大
昌

の
年
譜

に
よ
れ
ば
、
至

元
二
四
年

に

「
広

平
書
塾

記
」

(
至

正

四
明
志
)
、

二
五
年

に

「赤
城
書
堂
記
」

(康
煕
台
州
府
志
)

が
編

年

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
院
と

の
建
設
と
地
方
官
庁

と

の
関

係

が
記
文

の
中

で
言
及

さ
れ
て
お

ら
ず
、
私
塾
的
な
も

の
と
考

え
、

リ

ス
ト
に
は
挙
げ
な
か

っ
た
。

元
代

に
お
け

る
士
大
夫

と
路
州
県
学
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

牧

野

修

二
氏

の

「
元
代
生
員

の
学
校
生
活
」

(『
愛
媛
大
学
法
文
学

部
論

集

文
学
科
編
」

=
二

一
九
七
九
)
な
ど

の
、

『
廟
学

典
礼
』

を
活

用

し

て
の

一
連

の
論
考

や
、
大
島
立
子
氏

の

「
元
代

の
儒
戸

に
つ
い
て
」

(
『
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
下
』

一
九
八

一
)
を
参
照
。
な
お
、

『
廟
学
典
礼
』
そ

の
も

の
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『廟

学
典
礼

」

成

立

考
」
(
『
奈
良
史
学
」

一
〇

一
九
九
二
)
参
照
。

「
東
津
橋
記
」

に
は
、
東
門

の
外

に
あ

っ
た
浮
橋

の
東
津
橋
が
傷

み
、

人
命

の
被
害
も
出
る

こ
と
を
知

っ
た
陳
祥
が
橋

の
再
建

を
決

め
た

こ

と

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
あ
る
。

済
南
陳
公
祥
盗
諏
民
痩
、
聞
之
嵯
戚
惨
但
。
若
己
納
之
溝

、

更

旧

図
新
、
以
身
帥
之
。
牧
守
橡
属
協
力
競
助
、
士
庶

風
動
、

不

約
而

一75一



従
。

(
14
)
「社

稜
壇
記
」

に
は

[
於
是
書
老
唆
民
、

属

磨
麟

為
記

以
識

」

と

あ

る
。

(
15
)

「
慶
元
路
重
建
儒
学
記
」

に
は
、

「
二
十
八

年
冬

、

粛
政

廉

訪
副

使

陳
公
祥
下
車
」
と
あ

る
。

な
お
、
王
徳
毅
他
編

『
元
人
伝

記
資
料
索
引
」

に
は
、

陳

祥

の
資

料
と
し

て

『
至
順
鎮
江
志
」

の
み
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

巻

一
五

の
鎮
江
府
路
総
管
府
治
中

の
項

に

陳
祥

字
君
祥
、
沐
梁
人
、
至

元

一
五
年

閏

一

一
月
二
六

日
至

一

七
年

二
月

二
日
代

と
あ

る
記
事

で
あ
る
が
、
本
貫

が
異
な
る
し
、
別
人

で
は
な

い
か

と
思
わ
れ

る
。

(
16
)

「
奉
化
社
稜
壇

記
」

に
は
、
「
至
元
二
十

六
年

冬
、

嚢

責

丁
侯

済
為

サ
」
と
あ

る
。

ま
た
、
『
成
化
寧
波
郡
志
』
巻
七
職
宙
孜

に
は
、

「
及

サ
奉
化
、
興
文
教

価
民
情
、
衆
務
悉
挙
。
凡
公
論
所
在
、

一
判
不
動
。

至
今
民
称
之

日
丁
相
公
判

一
字
」
と
記
さ
れ
、
出
身
地

の

『
万

暦
高

郵

州
志
」
巻

八
人
物
伝
や

『
大
明

一
統
志
』
巻

四
六
寧
波

府
名

宙

に

も
、

同
様

の
記
事
が
あ
る
。

(
17
)

こ
の
他

の
碑
記

に

つ
い
て
見

て
も
、
「
奉
化
重
修
県
治
記
」

が
、

「
至

元
二
十
九
年
八
月
前
進
士
王
磨
麟
記
」
と
結

ぶ
ほ
か
、

リ

ス
ト

に
あ

る
王
磨
麟

の
書

い
た
碑
記

の
ほ
と

ん
ど
の
文
中

に
至

元
、

元
貞

の
年

号
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。

(
18
)
宋
亡
、
隠
居
句
章
山
中
、
不
与
世
接
、
歎

日
吾
無
復
有

可
為

者

　
、

教
子
猶
吾
職
也
。

ま
た
、
『
成
化
寧
波
府
志
』
巻

八

の
陳
著

の
伝

で
は
、
「
晩

歳
隠

居

(
19
)

(
20
)

マ

マ

奉
川
」
と
す
る
。

『
延
祐
四
明
志
』
巻
八

「
奉
化
陞
州
記
」

に
よ

っ
て
引

用
す
る
と

元
貞
改
元
、
朝
廷
以
諸
県
地
広
民
稠
者
、
升
而

州
、
中

下
其
等

、

明
之
奉
化
為
戸
五
万
而
轟
、
州
為
下
、
官
視

州
設

員
七
、

明
年

月

正

元

日
、
宣
授
達
魯
花
赤
察
牢
公
、
知
州
事
李

公
柄
、
勅
授

同
知

星

公

藥
、
判
官
趙
公
乗
、
李
公
居
安
、
省
授
吏

目
戚

泪
、
鄭

元
均

、

各

以

其
職
視
事
、
既
而
以
記
属
余
謂

(
以
下

に
依
頼

の
言
葉
が
入
る
が
略
)

と
書
か
れ

て
い
る
。

ま

た
、
『
本
堂
集
』
巻
五

一
所
収

の
も

の
は
、

延
祐

志
と

部
分

的

に
表
現
を
異

に
し

て
お
り
、
「
各
以
其
職
視
事
」

の
後

に
は
、

「
余

与

学
宮
諸
生
旅
賀
於
庭
、
揖
余
而
語
之
日
」

の
文
句
が
入

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
石
刻

に
基
づ

い
た
と
考
え
ら
れ
る
延
祐
志
と
文

集
所

収

の
記
文

と
が
異
な

る
場
合
、
後
者

は
撰
者
が
集

に
収
あ
る

に
あ

た

っ

て
推
敲
を

し
た
結
果

で
あ

る
可
能
性
が
大
き
く
、
著
者
自
身

が
地

方

衙
門

と
の
関
係
を
意
識

し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

『本
堂
集
』
巻

五

一

「
慶

元
路

達
噌

鳴
斉

伊
噌

通
議
徳

政

記
」

と

『
成

化
寧

波
郡
志

』

巻

一
〇

「
慶

元
路

治
中
拝

降
奉

議
徳

政

記
」

(
『本

堂
集
』
巻
五

一
で
は
、
貝
降

に
作

る
)
が
あ

る
。
前
者

は
、

筆

者

の
見
る

こ
と
が

で
き
た

『本
堂
集
」

が
四
庫
全
書
本

の
た

め
、

清

朝

に
よ
る
文
字

の
変

改
が
行

な
わ
れ
て
い
る
が

、

『
延

祐

四
明
志
」

巻
二
職
官
孜

に
見
え
る
月
列

で
あ
ろ
う
。
延
祐
志

の
記
事

に
依
れ
ば
、

月
列
は
至
元
三

一
年

一
二
月
か
ら
大
徳

元
年

一
二
月

ま
で
、

拝

降

は

至
元
二
九
年
三
月
か
ら
元
貞
元
年
七
月

ま

で
在

任
。

ま
た
、

『
宋
元

四
明
六
志
』
校
勘
記

「
余
考
」

の

「
至
元
奉
化
県
志
」

の
項

に
よ

れ

ば
、
陳
著

は
、
丁
済

の
依
頼

で
任
士
林
、
野

津
と
奉

化
県

志

の
編
纂
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に
当

た

っ
た
と

い
う
。

(21
)
陳
観

の
伝

記

に

つ
い
て
は
、
『
清
容
居
士
集

』

巻

二
八

「
陳
県

尉
墓

誌
銘
」
。

(
22
)
邦
人
欲
頒

公
之
徳

紀
公
之
績
、
舎
儒
者
其
誰
与
、
余
不
獲
辞
。

(
23
)

『
宋
元
学
案
』

に
は
、
「
宋
亡
、
避
地

四
明
之

奉
化

、

与

戴
表

元
相

友
善
」
と
あ

り
、
全
祖
望

は

「
有
宋

の
遺
民
な
り
」
と
書

い
て

い
る

(
巻
五
五
水
心
学
案
下
)
。

(
24
)
凡
有
籍
干
学
者
、
皆
得
免
窩
役
、
士

無
科

挙
之
累
、
務
問
学
之

実

、

郡
歳
貢

一
士
、
庶
幾
郷
挙
里

選
之
意
、

天
下
之
士
幸
　
。

「
寧
海
県
学
記
」

は
、
明

の
諸
鐸

が
編

ん
だ

『
赤
城
後
集
」

(
『
北

京

図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊

一
一
四
』
所
収
)

の
巻

一
に
も
所
収
。

(
25
)
筆

者
は
、
か

つ
て

「
元
代
前
半
期

の
碑
刻

に
見
え
る
科
挙
制

度

用
語

(上

)
」
(
『
奈
良
大
学
紀
要
」

一
一

一
九

八
二
)
に
お

い
て
、

前

王
朝

の
進
士
号
が
、
新
し

い
支
配
者

で
あ

る
元
朝

の
下

で
も

意
義

を

有

し
た

こ
と
を
手
が
か
り

に
、

こ
の
問
題

に

つ
い
て
論

じ
た
。

(
26
)
以
下

の
衰

挽

の
伝
記

に

つ
い

て
は
、

蘇

天
爵

『
滋
渓

文
稿

」

巻

九

「
衰
文
清

公
墓

誌
銘
」
、
お
よ
び

『
元
史
』
巻

一
七

二
本
伝
参

照
。

(
27
)
今
、

『延
祐

四
明
志
」

巻
八
城
邑
孜

の
記
事

か
ら

、

こ
の
至
大

二
年

の
倭
憲

の
被
害

を
受
け
た
建
造
物
を
、
抜
き
出
し

て
み
る
と

、

漸
東

都
元
帥
府
、
漸
東

海
右
道
粛
政
廉
訪
司
分
司
、
万
戸
府
、
路
総
管
府
、

な
ど

の
名
を

あ
げ

る

こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
蓑
檎
が
碑

記
を

書

く

こ
と

に
な

っ
た
も

の
と
し

て
は
、
郵
県
治

(
粛
政
廉
訪
司

の
移

動

の

為

に
建
設
)
、
郵
県
学
、

司
獄

司
な
ど
が
あ
る
。

(
28
)
た
だ
し
、
蓑
檎

に
は
文
集

『清
容

居
士
集

』
が
あ
り
、
ま
た

『
延
祐

四
明
志
」
も
彼

の
編

に
な

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
記
文
が
残

る
条
件

に
恵
ま
れ

て
い
た
と
も
言
え
る
。

(
29
)
南
鎮

へ
の
降
香
は
元
室

に
関
わ
る
も

の
な

の
で
、
官
名
を
付

し
た

の

で
あ
ろ
う
。

(
30
)
筆
者

が
見
る

こ
と
が

で
き
た
韓

性

の
撰

に
な
る
碑
記
は
次

の
通

り

南
鎮

降
香
之
記

(
延
祐
七
)

『越
中
金
石

記
」
巻

一
〇

紹

興
路
学
重
修
大
成
殿
記

(
至
治
元
)

『越
中
金
石
記
」
巻
八

紹

興
路
至
大
報
恩
接
待
寺

記

(泰
定

元
)

『越
中
金
石

記
」

巻

八

*
衰

挽
書

南
鎮
廟

置
田
記

(泰

定
三
)

『越
中
金
石
記
』
巻
八

*
撰

井

書
、
衰
樋
題
額

会
稽
儒
学
重
建
大
成

殿
記

(至
順
元
)

『
越
中
金
石
記
」
巻
八

通
済
橋
記

(至
順

三
)

『
乾
隆
鯨
銚
県
志
」
巻

四

重
修
善
政
橋

記

(至
順
中
)

『
乾
隆
飴
銚
県
志
』
巻

四

重
建
鯨
挑
州
学
宮
記

(後
至
元
三
)

『
乾
隆
鯨
挑
県
志
」

巻

一

三
重
修
朱
太
守
廟
記

(後
至
元
五
)

『
越
中
金
石
記
』
巻
九

(
31
)
張
公
昇
、
王
公
克
敏
、
干
公
九
思
、
前
後
為
郡
、
皆
良

二
千
石

。

政

事
有
所
未
達
、
輻
虚
己
盗
訪
、
先
生
従
容
開
導
。

(
32
)
前
代
遺
老
若
王
尚
書
磨
麟
、
愈
御
史
漸
、
文
章
大
家
戴
表
元
帥

初
、

往
往
折
行
輩
、
以
先
生
為
忘
年
交
。
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附
表

至
大

ー
泰
定
慶
元
碑
記

リ
ス
ト

路
学

大
成
殿
記

任
仲
高

(至
大

三
)

『延
祐

四
明
志
」

巻

一
三

漸
東

道
都
元
帥
府
重
建
記

卓
談

(皇
慶

元
)

『
延
祐
四
明
志
』
巻
八

*
至
大
四
年
慶
元
路
学
教
授

(『
延
祐

四
明
志
」

巻
二
)

重
建

奉
化
公
宇
記

陳
観

(皇
慶

二
)

『延
祐

四
明
志
』
巻
八

*
陳

観
は
前
出

路
学

修
先
聖
廟
記

蓑
挽

(延

祐

三
)

『
清
容

居
士

集

』

巻

一
八
、

『延

祐
四
明
志
』
巻

=
二

郵

県
廟
学
記

蓑
檎

(
延
祐
三
)

『
両
漸
金

石
志

』

巻

一
五
、

『
清

容

居
士
集
」
巻

一
八

重
建

路
医
学
記

蓑
挽

(
延
祐
三
)

『
清
容

居
士

集
』

巻

一
八
、

『
延

祐

四
明
志
』
巻

一
四

郵
県

廟
学
記

衰
檎

(
延
祐
三
)

『
両
漸
金

石
志

』

巻

一
五
、

『
清

容

居

士
集
』
巻

一
八

路
学

明
倫
堂
記

(
仮
題
)

醇
基

(延
祐

四
)

『敬
止
録
」

巻

一
五

*
延
祐
三
年
慶
元
路
儒
学
教
授

(『
延
祐

四
明
志
』
巻

二
七
)

奉
化

県
学
記

郡
文
原

(
延
祐
七
)

『
至
正

四
明
志
』
巻
七

*
杭
州
人
、
延
祐
六
年
江
東
道
粛
政
廉
訪
司

倉
事

(
『
呉
文

正
公
集

』

巻
三
二
所
収
神
道
碑
)

新
建

鄭
尉
庁
記

震
挽

(
泰
定

二
)

『
清
容

居
士

集
」

巻

一
八
、

『
至

正
四
明
志
」
巻
三

慈
渓

県
治
興
造
記

蓑
挽

(泰

定

二
)

『
清
容

居
士

集
』

巻

一
八
、

『
延
祐
四
明
志
』
巻
八

重
修

定
海
県
治
記

衰
挽

(泰

定

二
)

『
清
容

居
士

集
』

巻

一
八
、

『
延
祐
四
明
志
』
巻
八

定
海
県
学
蔵
書

記

衰
挽

(
泰
定

二
)

『
清
容

居
士

集
」

巻

一
八

、

『
至
正

四
明
志
』
巻
七

重
修
昌
国
学

記

衰
挽

(泰
定

二
)

『
清
容
居
士
集
』
巻

一
八

新
修
司
獄

司
記

衰
挽

(泰
定

三
)

『
清
容
居
士
集
』
巻

一
八

郵
県
廟
学

興
造

記

衰
挽

(泰
定

三
)

『
清
容
居
士
集
』
巻

一
八

慈
渓
塩
課
津
庁

記

(泰
定

三
)

『
光
緒
慈
渓
県
志
』
巻

二

*
鄭
謙

は
不
明

重
建
昌
国
医
学
記

衰
挽

(
泰
定

三
)

『
清

容

居
士
集

』

巻

一
八
、

『
延
祐

四
明
志
」
巻

=
二

転
運
塩
司
分
司
記

蓑
挽

(泰

定

四
)

『
清

容
居

士
集

』

巻

一
九
、

『
延
祐

四
明
志
」
巻
八

郵
県
県
治
重
建
記

衰
挽

(泰
定

四
)

『
至
正
四
明
志
』
巻
三

郵
県
廟
学
院
文
安
公
祠
記

程
端
学

(泰
定
)

『
至
正
四
明
志
』
巻
七

*
鄭
人
、
泰
定
元
年
進
士
、
『
元
史
」
巻

一
九
〇
本
伝
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